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参加者 

計  名 

《内訳》以下のとおり 

 

《構成》 

中学生 4 名 

高校生 38 名 

大学生・院生 5 名 

高校教員 8 名 

大学教員 28 名 

一般（社会人） 15 名 

合計 98 名 

 

行事／取組名称 
「科学先取りグローバルキャンパス岡山（KGCO）」 

キックオフシンポジウム 

担当部門・機関 KGCO 事業推進専門委員会 

開催日時・期間 
平成 26 年 8 月 23 日（土） 

13:00～16:45 
会場 岡山大学創立五十周年記念館 

主 催 K KGCO 事業推進専門委員会 

後援  共 催  

協 賛  

概要  

平成 26 年度より始まる JST が公募したグローバルサイエンスキャンパスに全国 8 大学の 1 つとして
採択された岡山大学の「科学先取りグローバルキャンパス岡山（KGCO）」事業を、広く地域の皆様に周
知するため企画されたキックオフシンポジウムです。本事業は、中四国地域の高校生を対象に、科学技
術分野において世界で活躍できる人材を育成することを目的に本年度より 4年間 JSTの財政支援のもと
で実施される事業です。 
この講演会では、「未来の科学研究者を志す君に贈る！」というテーマのもと現代科学の発展やこれ

からの科学に何が求められるかについて議論されました。シンポジウムでは、まず事業担当者の大学院

自然科学研究科味野道信准教授がプログラム概要・応募方法などを紹介しました。続いて、ＮＨＫ解説

委員の室山哲也氏が「22世紀型人類の条件とは？」と題してご講演、また東京大学教授の長谷川修司氏

が「ナノ世界の探索」と題してご講演、いずれも未来の科学研究者を志す参加生徒に現代科学の発展や

これからの科学に何が求められるかを考えさせる講演でした。 

約 100 名の参加者は、2 名の講師による講演とその後のパネル討論で、これからの科学研究者像や社

会的責任について熱心に議論し、新しい日本の未来を考えました。特に、参加した高校生は大学教員を

交えて科学研究者の仕事内容や研究者としての倫理観などについてより深く考える機会を持てたもの

と思います。以下その概略を述べます： 

スケジュール 

 １3：00～13：20 ・KGCO 事業推進専門委員会・コンソーシアム構成委員の顔合わせ  

  KGCO 事業の実施に当たり、岡山大学長をはじめとする関係者の顔合わせを行った 

 

13：30～13：40  開会宣言：岡山大学准教授・味野道信 

  開会挨拶：岡山大学長・森田潔 

13：40～14：10  科学先取り GC岡山の紹介：岡山大学准教授・味野道信 
 14：10～14：45  22 世紀型人類の条件とは？：NHK 解説委員・室山哲也 
 14：45～15：25  ナノ世界の探索      ：東京大学教授・長谷川修司 
 15：25～15：35  休憩 
 15：35～16：30  パネル討論 
          室山哲也、長谷川修司、妹尾昌治（自然科学研究科長）、味野道信、 

藤原弘和（理学部学生）、原田 勲（司会・コーディネータ） 
 16：40～16：45  閉会挨拶：岡山大学副学長・許南浩 
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≪行事の写真≫ 

 

 

開会式・学長挨拶 

 

 

科学先取りグローバルキャンパス岡山 紹介 

 

 

講演：室山哲也氏 

 

 

講演：長谷川修司氏 

 

 

パネルディスカッション 

 

 

 

 

 


